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長
崎
大
学
の
活
動
報
告

マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
院
生
ら
と
交
流

次
世
代
の
熱
帯
医
学
研
究
に
向
け
て

今
年
２
月
23
日
か
ら
３
月
１
日
に
か
け
て
、
マ
レ

ー
シ
ア
の
マ
ラ
ヤ
大
学
寄
生
虫
学
分
野
か
ら
大
学
院

生
７
名
、
教
員
１
名
を
長
崎
大
学
に
招
へ
い
し
、

「
マ
レ
ー
シ
ア
と
日
本
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
根

ざ
し
た
熱
帯
医
学
研
究
に
資
す
る
若
手
人
材
の
科
学

技
術
交
流
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

◉
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
背
景
と
目
的

マ
ラ
ヤ
大
学
は
マ
レ
ー
シ
ア
を
代
表
す
る
最
高
峰

の
大
学
で
あ
り
、
熱
帯
医
学
研
究
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
長
崎
大
学
と
は
２
０

２
４
年
９
月
に
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
締
結
し
、
研
究
者
お
よ
び

学
生
の
交
流
を
推
し
進
め
る
段
階
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
で
あ
り
、
今
後
の
関
係
性
に
と
っ
て
重
要
な
布

石
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
で
は
、
同
大
か
ら

将
来
的
に
熱
帯
医
学
研
究
に
貢
献
す
る
優
秀
な
若
手

人
材
が
来
日
し
、
長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
究
所
の
最

先
端
技
術
や
研
究
手
法
を
体
験
し
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
従
来
、
蚊
媒
介
性
感
染
症
の
研

究
が
中
心
で
あ
り
、
マ
ダ
ニ
の
研
究
は
ま
だ
発
展
途

上
の
分
野
で
す
。
そ
こ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
特
に
注
目

し
た
の
は
、
近
年
世
界
的
に
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
マ
ダ
ニ
媒
介
性
感
染
症
の
調
査
・
研
究
手
法
で
す
。

著
者
は
、
す
で
に
２
０
１
９
年
か
ら
大
規
模
な
マ
ダ

ニ
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
技
術
を
マ

ラ
ヤ
大
学
の
研
究
者
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
両
国
の

熱
帯
医
学
研
究
の
発
展
を
目
指
し
ま
し
た
。

◉
充
実
し
た

研
究
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
に
は
単
な
る
座
学
に
留
ま
ら
な
い
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
長
崎
の

文
化
・
歴
史
に
触
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
長
崎

大
学
熱
帯
医
学
研
究
所
の
紹
介
と
研
究
概
要
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
２
日
目
に
は
実
践
的
な
内
容
に
移

り
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
調
査
機
材
の
製

作
や
、
そ
れ
ら
機
材
を
活
用
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激
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ク
で
実
際
の
マ
ダ
ニ
の
調
査
を
実
施
。
ま
た
、
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た
電

子
調
査
シ
ス
テ
ム
（O

pen	D
ata	K

it

）
に
よ
る
環

境
デ
ー
タ
収
集
も
体
験
し
ま
し
た
。

４
日
目
に
は
、
自
ら
が
採
集
し
た
マ
ダ
ニ
の
同
定

を
行
い
、
さ
ら
に
電
子
調
査
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
学
び
ま
し
た
。
あ
る
参
加
者
は
「
マ
ダ
ニ

採
集
と
形
態
学
的
同
定
が
最
も
印
象
的
で
し
た
。
科

学
が
い
か
に
楽
し
い
か
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
！
」
と
、
目
を
輝
か
せ
て
振
り
返
り
ま
し
た
。

５
日
間
は
、
マ
ラ
ヤ
大
学
の
参
加
者
も
自
ら
の
研

究
内
容
を
発
表
し
、
長
崎
大
学
の
研
究
者
ら
と
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
ら
の

実
施
し
た
マ
ダ
ニ
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
Ｇ
Ｉ
Ｓ

ソ
フ
ト
で
地
図
を
作
成
す
る
な
ど
、
デ
ー
タ
処
理
の

実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
立
体
地
図
を
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
成
す
る
手
法
も
学
び
、
技
術
習

得
の
達
成
感
に
満
ち
た
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
長
崎
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス

テ
ム
促
進
施
設
や
熱
帯
医
学
研
究
の
社
会
実
装
事
例

と
し
て
企
業
を
見
学
し
、
研
究
成
果
の
社
会
還
元
に

つ
い
て
も
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
た
参
加
者
の
一
人
は
、
「
熱

帯
医
学
研
究
に
多
分
野
に
わ
た
る
技
術
（
３
Ｄ
プ
リ

ン
テ
ィ
ン
グ
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
を
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と

と
、
マ
ダ
ニ
採
集
手
法
の
効
率
性
向
上
と
実
用
性
の

強
化
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
」
と
語
り
、
「
長
期
的

な
研
究
機
関
で
の
滞
在
」
を
希
望
す
る
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
を
皮
切
り
に
、
熱
帯
医

学
分
野
に
関
す
る
幅
広
い
研
究
領
域
で
の
協
力
関
係

を
模
索
し
、
中
で
も
マ
ダ
ニ
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

共
同
研
究
の
実
現
や
、
博
士
課
程
・
修
士
課
程
の
学

生
の
積
極
的
な
交
流
へ
と
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

◉
後
日
談
と
今
後
の
展
望

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
終
了
後
も
、

両
大
学
間
の
交
流
は
さ
ら
な
る
深
化
を
見
せ
て
い
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
か
ら
約
２
カ
月
後
の
５
月
に

は
、
マ
ラ
ヤ
大
学
側
の
引
率
教
員
が
再
来
日
し
、
日

本
側
の
実
施
者
が
関
わ
る
パ
ス
ツ
ー
ル
研
究
所
の
マ

ダ
ニ
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
か
ら
の
研
究
者
派
遣
も
活
発
化
し
て

お
り
、
５
月
下
旬
に
は
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
関
係
し
た
研
究
員
１
名
が
マ
ラ
ヤ
大
学
で
開

催
さ
れ
た
法
医
学
昆
虫
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
８
月
に
は
、
研
究
を
志
す
医
学
部
学
生
が
夏

休
み
を
活
用
し
、
約
１
カ
月
間
の
研
究
室
体
験
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
個
別
の
交
流
の
発
展
を
受
け
、
現
在
は

制
度
面
で
の
連
携
強
化
も
進
め
て
い
ま
す
。
長
崎
大

学
医
学
部
の
学
部
生
向
け
研
究
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

ホ
ス
ト
大
学
と
し
て
、
マ
ラ
ヤ
大
学
を
新
た
に
加
え

る
取
り
組
み
を
推
進

中
で
す
。
こ
の
制
度

が
実
現
す
れ
ば
、
毎

年
２
名
の
学
部
生
が

マ
ラ
ヤ
大
学
に
お
い

て
２
カ
月
程
度
の
本

格
的
な
研
究
実
習
を

行
う
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

世
界
的
に
熱
帯
医

学
分
野
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
根
ざ
し

た
研
究
を
行
う
人
材

が
減
少
し
て
い
る
現

状
に
お
い
て
、
こ
の

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

次
世
代
の
研
究
者
育

成
に
も
大
き
な
意
義

を
持
ち
ま
す
。
今
後

も
両
大
学
間
の
継
続

的
な
交
流
に
よ
り
、

両
国
の
熱
帯
医
学
研

究
の
発
展
的
共
栄
に

寄
与
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◇

ながさき出島インキュベータで、中小機構のアドバイザ
ーによる大学研究の社会実装についての枠組みを学ぶ マダニサンプルを顕微鏡下で同定
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